
 

 

 

 

 

市政記者クラブ加盟社 各位 

 

 

ワークショップ「私の『原敬日記』－簡単★和とじ本をつくろう－」 

 
原敬記念館では、岩手県指定有形文化財に指定されている「原敬日記」に因み、身近な材料で

和とじ本（ノート）を作るワークショップの参加者を募集します。 

盛岡が生んだ「第 19代内閣総理大臣原敬」は、19歳から凶刃に倒れた 65歳まで日記を書き

続けました。新聞記者としても活躍した事実を見つめる確かな目と丹念な日々のメモをもとに

綴られた「原敬日記」は、日本近代史の卓越した基礎資料です。 

そんな原敬の想いに触れながら、身近な材料で和とじ本（ノート）を作ってみましょう。そし

て自分だけの日記帳に素敵な思い出を綴ってみましょう。 

 
 

記 

【開催日】令和７年９月 20日(土曜日) 

【時 間】午前の部：10時 00分から 12時 00分まで  

     午後の部：13時 30分から 15時 30分まで 

【場 所】原敬記念館・原敬生家 

（※高温等状況に応じて、開催場所を記念館内のロビーに変更いたします）。 

【内 容】原敬日記の解説と和とじ本（ノート）の作成 

【講 師】原敬記念館職員 

【対 象】一般 

【定 員】午前・午後 各回５名 

【費 用】200円（保険料含む） 

【申し込み】９月６日(土曜日)10時 00分から受付開始（先着順） 

【主  催】原敬記念館（所管：盛岡市教育委員会）・（公財）盛岡市文化振興事業団 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    四ツ目綴じ   麻の葉綴じ                    昨年度の作業風景 

   

 

 

 

 

 

 

スタンプ帳としてもご利用頂けます。 

 

盛岡市プレスリリース 
～輝きが増し 活力に満ち 夢をかなえるまち盛岡～ 

令和７年８月25日 

 

教育委員会事務局 

      歴史文化課 

 

【問い合わせ先】 

原敬記念館 担当：外地（そとち） 

指定管理者：（公財）盛岡市文化振興事業団 

〒020-0866 岩手県盛岡市本宮４丁目 38-25 

TEL (019)636-1192／FAX (019)636-1185 

 

 


